
 

 

 

 

 
 

 

 

○題材観 

本題材は中学校学習指導要領美術の第 2・3学年，特に A表現(1)ア「対象を深く見つめ感じ取ったこ

と，考えたこと，夢，想像や感情などの心の世界などを基に，主題を生み出すこと。」(3)ア「材料や

用具の特性を生かし，自分の表現意図に合う新たな表現方法を工夫するなどして創造的に表現するこ

と。」，B鑑賞(1)ア「造形的なよさや美しさ,作者の心情や意図と創造的な表現の工夫,目的や機能との

調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り見方を深め,作品などに対する自分の価値意識をもって

批評し合うなどして，美意識を高め幅広く味わうこと。」より設定している。本題材は，鑑賞活動から

の表現領域への接続性・発展性を意図している。第１時の鑑賞活動の中で，対象の見方や感じ方を深め，

その中で見つけた表現の工夫を活用して作品を制作することを通して，豊かな表現活動へと発展させて

いくことができるものと考える。鑑賞作品は，興福寺阿修羅立像とする。興福寺阿修羅立像は，憂いを

含んだ少年の面貌で，三面三様の面貌に少年の成長過程を想像する人もいれば，悟りと慈悲と忿怒とい

う仏に備わる仏性を見出す人もいるなど，多種多様に受け取れる表情をしている。興福寺阿修羅立像に

みられる様々な感情をもたらす表情の表現の工夫は，喜怒哀楽の入り混じる思春期の自己の内面を自画

像で描く表現活動に活用できると考える。仏像は表情，持ち物，ポーズの形が一つ一つ意味を持ってお

り，仏師の意図や感情について多様な視点から作品に対する考えを深めることができる鑑賞作品である。

根拠を示して自分の価値意識を批評し合うことを通して作品のよさや工夫を見つけ，思いや願いを形に

表現する見方を一層広げるとともに，自分の内面に目を向け，思いを形にするための表現方法を工夫し，

表現する力を高めていくことができる題材である。 

◯生徒観 

 本学年の生徒は，制作にまじめに取り組む生徒が多く，学校生活も全体的に落ち着いている。鑑賞に
おいても，互いに意見を出し合うことには，比較的に抵抗なくできる生徒が多い。アンケート調査では，
以下の表のような結果であった。 

「美術鑑賞をすることが好きだ」 肯定的な 
回答の割合 

65％ 

「作品鑑賞の時，自分と違った思いや感想を仲間とさらに深く話し合うことができる」 74％ 

「美術鑑賞の時に技法や表現の工夫に興味を持ったことがある」 

否定的な 
回答の割合 

65％ 

「美術鑑賞の時に登場人物の心情や行動に興味を持ったことがある」 53％ 

「仏像作品を鑑賞したことがある」 64％ 

「仏像のよさや美しさを自分なりの根拠をもって説明できる」 74％ 

この調査結果から，作品鑑賞や話し合い活動に意欲的である一方で，明確に視点を持って鑑賞すること

や根拠をもとに説明することが十分ではないことが分かった。根拠を持って説明し合う活動を通して，

自分の価値意識をもった鑑賞の力を高めたい。表現では，１年生でスケッチや静物画，2年生で錯視

図，3年生で構想画と継続的に絵に表す活動をしている。絵を描くことが好きな生徒が比較的多い

が，造形的な特徴などを基にしてイメージをとらえ，絵を描いている生徒は少ない。そこで「思春
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心のかたち ～思春期の自画像を描こう～ 
題
材
名 

本題材で育成する資質・能力  

 

 

 

思考力・判断力・表現力，主体的に学ぶ力， 

他者とかかわる力，自己形成力 



期の自画像」制作では，デッサンを基本としながら，今の自分の顔をじっくり観察させて，造形的

な特徴などを基にして，自己の内面に迫るような表現力を高めたい。 

○指導観 

今回の題材では，鑑賞で発見した造形的な特徴などの表現の工夫を自分の表現活動に活用していく。

鑑賞活動で，興福寺阿修羅立像の表情から感情を読み取り，根拠を持って批評し合う中で，感情と関連

付けた造形的な特徴を発見する。その後，自己の内面の感情と造形的な特徴（表情やポーズ，比率や角

度，陰影やタッチ）などの表現の工夫を関連付けた「思春期の自画像」を制作する。完成した「思春期

の自画像」を鑑賞し，思春期の思いと表現の工夫を述べた未来の自分に向けた手紙を書いていく。 

言語活動を設定し，視点を持たせたグループでの話し合い活動を重ねることで，自分の感じたことや

考えを根拠を示して明確に表現させ，自分の中に新しい価値意識をつくりださせたいと考える。 
  

 
 
（１） 仏像の造形的な特徴に関心を持ち，表現の工夫を活用した「思春期の自画像」制作に主体的に

取り組む。 

（２）表情やポーズを工夫して，自己の内面表現に迫る自画像の構図を考えることができる。 

（３）明暗表現を工夫して，自己の内面表現に迫る自画像を制作することができる。 

（４）「興福寺阿修羅立像」を鑑賞し，作者の意図や感情を根拠を示しながら批評し合うことで，表現

の工夫を見つけることができる。 

（５）「思春期の自画像」を鑑賞し，思春期の思いと表現の工夫を述べた未来に向けての手紙を書くこ 

とができる。 
 
 
 

ア 関心・意欲・態度 イ 発想や構想の能力 ウ 創造的な技能 エ 鑑賞の能力 

① 内面性を顔の表情やポー

ズ，比率や角度，陰影やタ

ッチなどによって表すこ

とに関心をもち，描画材料

や表現方法の特性を生か

して表現しようとしてい

る。（表現） 

② 仏像の特徴に関心をもち，

主体的に日本の美術文化

を理解しようとしている。

（鑑賞） 

① 自己の内面性を基に想像

力を働かせ，主題を明確に

しながら効果を生かし，表

現方法，描画材料の使い方

を考え，制作の構想を練っ

ている。 

 

① 描画材料の特性を生かし，

自分の表現意図に合う新

たな表現方法を工夫する

などして創造的に表現し

ている。 

① 造形的なよさや美しさ，作

者の心情や意図と創造的

な表現の工夫を感じ取り

見方を深め，作品などに対

する自分の価値意識をも

って批評し合うなどして，

美意識を高め幅広く味わ

っている。 

② 自画像作品から，作者の思

いや表現の工夫などを感

じ取り，自分の価値意識を

もって味わっている。 

 
 
 

本校の育てようとする資質・能力 
評価の観点 

関 発 技 鑑 

知識 
   

○   ○ 

スキル 

思 考 力・ 

判 断 力・ 

表 現 力・ 

思 

①学習したことを使って，自分の考えをまとめる力 

②根拠をもとに，正しい判断をする力 

③よりよい解決のため，いろいろな見方・考え方を持つ力 

④自分の考えを相手が納得できるよう分かりやすく伝える力 

 ◯ ◯ ◯ 

意欲 

態度 
主体的に学ぶ力 主 ①自ら考え，判断し，行動する力 ◯ ◯ ◯ ○ 

価値観 

倫理観 
他者とかかわる力 他 

①他者と協力（協働）して，課題を解決しようとする力 

②他者との関わりを通して自分の考えを深めたり広げたりする力 
◯   ◯ 

題材 の目標  

題材 の評価規準  

資質・能力と評価の観点とのかかわり 



社会貢献力 社 
①地域のよりよい社会のために，何をすべきかを考え実行しようとす

る力 
    

自己形成力 自 
①前向きにチャレンジし，より自律・自立した人間になろうとする力 

②自信を持つ力 
◯  ◯ ◯ 

 

 

Ⅰ興福寺阿修羅立像を鑑賞し，作者の意図や感情と表現の工夫を関連付けて考え，Ⅱ理由を根拠を示

しながら批評し合うことを通して，自らの自画像制作に活用して，自分の思いを表現方法を工夫して

表す力を養う。 

 

 

 

パフォーマンス課題 評価基準 

自己の内面を見つめた「思春期の自画像」を

描きなさい。 

 

「思春期の自画像」を鑑賞し，思春期の

思いと表現の工夫を述べた未来の自分に向

けた手紙を書きなさい。 

 

Ａ 

自分の感情，特技，夢などが語られていて，感

情と形（構図や比率・角度）色彩（陰影やタッ

チ）を関連付けて明確に表現することができる。 

Ｂ 

自分の感情，特技，夢などが語られていて，感

情と形（構図や比率・角度）色彩（陰影やタッ

チ）の関連付けが十分ではないが，表現してい

る。 

Ｃ 
自分の感情，特技，夢などが語られず，感情と

形（構図や比率・角度）色彩（陰影やタッチ）

を関連付けないで表現している。 

 

 

 
 

時 
学習 

過程 
学習内容 

評     価 

関 発 技 鑑 
評価規準 

（評価方法） 

◇資質・能力育成場面 
  【資質・能力】 
◆資質・能力評価場面 
  【資質・能力】 

（評価方法） 

１ 

 

課
題
の
設
定 

◯鑑賞活動から表現の工夫を見つける。 
・阿修羅立像を視点を決めて鑑賞し，自分
の考えや感じたことを，根拠を示しなが
ら，批評し合う。 

・阿修羅立像の造形的特徴から仏師の意図
や感情を関連付けた表現の工夫を見つけ
る。 

◯   ◎ 

アー② 
（振り返りシート） 
エー① 
（行動観察，ワークシート） 

◇自分なりに課題に対して見

通しを持ち，考えをワークシ

ートへまとめる。【思－①】 

 

◇情報を収集して，根拠を示

しながら，自分の考えをワー

クシートへまとめて，批評し

合うことができる。 

【思－③】【他－②】 

 

◇自らの課題を解決しようと

作品にまとめる。【主－①】 

情
報
の
収
集 

◯仏像の表現様式を学習し，根拠を考える。 
・地域や歴史性 
・物語性や超人性 
・仏師の意図や感情 
・展示場所          【本時】 

   ◯ 
エー① 
（行動観察，ワークシート） 

２ 

整
理
・
分
析 

◯人物の内面表現に迫るための表情やポー 
ズに着目し，自己の内面を表すための構 
図づくりに生かす。 

・表情やポーズ 
・比率や角度 

 ◎   
イー① 
（机間指導，ワークシート，
生徒写真） 

３4 

ま
と
め
・ 

創
造
・
表
現 

◯思春期の内面を描く自画像制作をする。 
・比率や角度 
・陰影やタッチ 

 
 

  ◯  
ウー① 
（机間指導，作品） 

◆【思－①②③④】 

（作品） 

◆【主－①，自－①】 

（行動観察） 

567 
実
行 

◯顔の表情と内面性を考えながら明暗表現 
を使って，自画像制作をする。 

・陰影やタッチ 
・立体感や質感 

  ◎  
ウー① 
（机間指導，作品） 

◆【思－①②③④】 

（作品） 

◆【主－①，自－①】 

（行動観察） 

題材 の終末におけるパフォーマンス評価  

Ⅰ学習内容とⅡ学習活動，Ⅲ題材として育てたい資質・能力のつながり  

指導 と評価の計画  
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振
り
返
り 

◯鑑賞活動 
・内面に迫った自画像制作ができたのか 10 
年後の自分に向けての手紙を書き，話し 
合う。 
 

◯   ◎ 

アー① 
（行動観察，机間指導） 
エー① エー② 
（机間指導，鑑賞文） 

 

◆【思－①②③④】 

（手紙） 

◆【主－①，自－②】 

（手紙，行動観察） 

 

 

（１）本時の目標  

   「興福寺阿修羅立像」を鑑賞し，作者の意図や感情を根拠を示しながら批評し合うことで，感情

と関連付けた表現の工夫を見つけることができる。 

（２） 準備物 

○教師:パー  ル ン  ータ，TVモニター(プ ジ クタ，スクリーン)，写真画像(仏像:天部，

興福寺阿修羅立像)，ワークシート 

 ○生徒:教科書，資料集 

（３） 学習展開（１限目/8限目） 

 

学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評

価】 

導
入
（
７
分
） 

◯興福寺阿修羅立像の写真を鑑 

賞する。 

◯興福寺阿修羅立像写真を提示する。 

◯興福寺阿修羅立像の造形的な特徴を発

表させ，ワークシートに記入させる。 

 

 

 

 

展
開
（
４
０
分
） 

◯阿修羅像の写真２枚を比較する。 

◯阿修羅像の表情から，感情を推測

し，想像できる言葉を考える。 

北野天神縁起の阿修羅…怒ってい 

る興福寺阿修羅立像…左の顔…

悔しい，憎い，企む。正面の顔…

悲しい，無表情。右の顔…苦しい，

悩む 

 

○興福寺阿修羅立像の表情を読む。 

ジグ ー班になって，それぞれの

内容にそって意見をまとめる。 

（Ｊ…じっくり考える） 

○自班に戻り，それぞれの根拠を伝

え合う。 

（Ｈ…はっきり表現する） 

（Ｋ…くり返し挑戦する） 

 

 

 

○班ごとに興福寺阿修羅立像の表現

の工夫と感情の関連付けについて

話し合い，根拠を持ってまとめて，

発表する。 

◯阿修羅像写真を提示する。（北野天神縁

起絵巻，興福寺阿修羅立像） 

○阿修羅は古代インドの戦いの神である

ことは伝える。 

○どうして他の阿修羅像と印象が違うの

か考えさせる。 

○次の４点の内容からジグ ー学習を行 

う。 

① 阿修羅の物語性から，どんな感情なの

か表情を読む。 

② 阿修羅立像の作者の意図から，どんな

感情なのか表情を読む。 

③ 阿修羅立像の３面の表情の成長過程

から，どんな感情なのか表情を読む。 

④ 現代の写真家が撮影した光の当たり

方を変えた陰影の違う２枚の写真を

見比べて，どんな感情なのか表情を読

む。 

◯ワークシートに記入させ，書いた根拠を

発表し合う。 

○班員は，メモをとって発表者の意見を真

剣に聞く。 

◯各班で，意見をまとめて発表させる。 

エ－① 

造形的なよさや美

しさ，作者の心情

や意図と創造的な

表現の工夫を感じ

取っている。 

（行動観察・ワー

クシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ－① 

見方を深め，作品

などに対する自分

の価値意識をもっ

て批評し合うなど

して，美意識を高

め幅広く味わって

いる。 

（行動観察・ワー

クシート） 

 

本時 の学習  

課題の設定 情報の収集 

【本時のめあて】 

「興福寺阿修羅立像」を鑑賞し，作者の意図や感情を根拠を示しながら批評し合うことで，感情と関連付けた表現の

工夫を見つけることができる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま
と
め
（
３
分
） 

○興福寺阿修羅立像の表現の工夫と

感情の関連付けについて考えたこ

とを振り返る。 

○次回の予告を聞く。 

○自分の素直な感想を書くように伝える。 

 

○次回から自画像制作を行うことを説明

し，この授業での学びを生かすことを伝

える。 

ア―② 

仏像の特徴に関心

をもち，主体的に

日本の美術文化を

理解しようとして

いる。（振り返り

シート） 


